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窯．　｛憲罎および交還
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地質調査所鶯報（第貸逢第6号）

ックサンド”を削剥し，天北線林遭では本層どザラッ

久サンド”の下部層1ごが接している。この両地域におけ

る本層の下位層に対する削剥購は2k撫で約翫浬・であ

る。さらに南方の幕別川録1では，下位の曲淵麟を寒っ

たく欠如し，本爽炭層は直接白懸系の土に不整叡乗っ

ている・本層の基底礫岩瞬，こは下位孝）曲淵／轄二書の硬質泥

岩や凝灰質泥岩および鵯色砂岩が礫として含有志れるこ

とは，箭記した観察舞巣とともに，本終炭／出が明りかに

傾斜不整合をなして下粒層の、ヒに乗っていることを示す

ものである注17）。

泥岩は青灰色ないし灰色を、鑑し，きわめて、鑓灰質な軟

質岩で，風化すると赤褐色に変じぼろぼろの細片に破砕

する。泥岩中にはしば／．ば菱鉄釘即）団塊や帯を挟み，

植物化石やその破片を多産する．

砂岩は凝灰質を帯び，青灰色ないし灰色で，細純～中

粒であるが，礫質のものは下半部に発達する。而ド半部σ）

砂岩のなかには浮石に富んだ軟弱なものがあり，それら

は偽層状の縞模様を呈することが多い。本層1・耳部に発達

する粗粒麟擁砂岩中にはきわめて硬質なも騨）があっ

て，地表では滝を形成するなどにより，炭層対比の良好

な鍵層とな螢）とがある。

礫岩は脊灰色ないし灰色を裂し，大きさの不揃いな亜

臼礫からなり，本！麹）基底部および下半部に発達し，そ

0）1掌，さは南部ほど顕著である、

凝灰岩は炭層の．ヒ，下盤と泥岩中とに発達し，白色の

堅硬なものであるが，風化すると白色ないし漸撫色〔乳）ベ

ントナイト状粘土に化す。こ‘）榔弊岩を観下で観祭する

と，長石・輝石・石英等を、獣む安緯岩質凝灰岩で，石基

はガラス質グ）いわゆ1るV～蝕呈d蘇d糠経である。

　本層は全層を通じて泥岩や凝灰岩中から植物化石を多

産するが，その詳細については佐々保雄1）（漁5①が報

告している。

　なお最近になって，棚井敏雅は，宗谷炭鵬坑内か／採

集した棺物化、の中から，阿1 二合璽植物群の特徴種であ

る次のような積を鑑定し撹獅．

　G妨）嬬戯轟鐸欝・・拠灘燈領（）N）A伽磯醜総
　撫加翼ぐG（》EP．）　U　NGE登，A郵ぐ鐸髭裕騰疑ノ寮ド（NA学翼⇔RST）

　TANA工

　宗谷炭礁以南の本ノ、響申には通常6磁（）層内外び）稼行炭

層が挾1、される。これら）緩層4）うち，8番層は、無盤に顧

著な凝灰岩を有し，炭層対姥び）良好な　一・層となってい

る。第4図は各地賊の宗谷拠炭層を，8番層を鍵層とし

瀧貰）曲淵層については今後さらに，その化石内容を

　検討し地暫年代を決定する之要がある。

て配列し，炭層の対比および岩相の側方的な変化を示し．

たものである。（第纏図）

この麟で示したよっに，本層、紅半部（8番層から上

部）には泥質な部分が多く，下半部には砂質部が発達

し，南下する続したが・1）て砂質部は礫質部に移化し，そ

の厚さも増している．また炭層圏身も南部へ次第にその・

　　　ノ，サイク轡セムについてみても北部に較べて

南部は明瞭で凄る。鐘谷炭麟以南に死較して北部地域で

は本層の厚さは極端に薄くなり，炭層の発達も不瑛とな

る．したがって本層の難積状況を第4図から考祭する

と，堆積の1二卜峯心部は爾の方向／こあったことがうかがわ

れ，また，本層堆積時においては繭部に大きく，北部に

小さい緩慢な沈降塁勤を幾度か繰り返し，グ）ちに北部は

むしろ．1二昇して堆積物を欠くに，必たものと推察でき

る。したがって，ケナシ環蟹川流域以北では本層がせん

滅し，鬼志別爆が直接曲淵懸の、1血に乗っていることは，

鬼志別層堆積前の削剥にょる欠如だけでなく，はじめか
1
、
本
層 の堆積量が貧嚥であったことによるもの響あろ・

う。

　なお天北線沿いの林鹸では，本層の最下部に砂質泥岩

の部分があって，植物化石の破片が密集する薄層を2～＆

層挾有するが，この部分は爾方の九線沢では異常な厚層

に発達し1数層の炭質頁岩（！0恕20cm）を挾有してい

る。

3）鬼志別騰（oエ1油ibe捻慰濠顯酬i⇔の

　本層は渡辺久一（1瓢8む））の命名に。女る地層で，下位

の宗谷爽炭層の．鼠ご不整合に乗っている。本層と下位爽

炭層との不整合面は2～3の地点琶観察できたが，いず

れの箇所において装波状面を有し，基底礫岩をもって接

している。不整禽によ葛削剥量は宗谷炭磯付近を中心と

して南北方慮へ増し，　碧た削剥差は東西麟荊に著しいよ

うでと5。韻桜井1，尭磯付近では，本層は下位座炭層と不

規則な斜交をなし，爾地讐が明らかに傾斜1整合どなし

　本層は層厚51）・級30三主鷹を有する海成層で砂岩を主体

とし，；閥部には礫岩がモ墨している。下部の砂岩には

まれに泥岩や砂質泥魏の薄層を父層挾むことが　諭、

　1渉岩は暗灰’色ないし緑灰色の細粒一洋1粒孝沙岩で，泥岩

や礫岩を挟有するが，急激に移化することなく徐々に移

化している、、砂岩は鏡下の観察による、と貰英・斜長石・

角閃石をダー1に奮むほか，とくに下著部0）ものには多翼

の海緑石を含有する。下部の砂岩中には，明らかに下位

爽炭讐」）ものと思わ療．瑠．ミ粒が密集し，その密度は上方

へうすくなる。したがって炭粒の密麓の、採㌔弊ら本層の

層位を推定し，下位爽炭層の．1二i製を知ることができる、
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　　　　　　　　　　　　擁藩葛色を冒　　　9　流強曇の1・1鰻、二頓㌶4宕

　　　　　　　　　　　　や礫磨韓冊麟を鰺、陸、遊コ輔を請鉦部分
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　　　　　　　　　　　　ノ曹の i一．部に／。、ピ、、擬の3鍵鰭九な発き業を・1示

　　　　　　　　　　　　巴す湖を分力藁麦）つでとぐ1むヂ，響ilノ　漆碁1）」

　　　　　　　　　　　　と蔀韓で才じぐ鮎・た。　ぞ二のメi講鱗織、1㌔、、，寮二谷

　．絹1　鑓で3（h葺土！こ才1）ノ熟つて涯露出1、ーいぐ秘・る農

　　イ沙；岩は糞音摂ξ色轟煮レ・1，、醗／．乱、態書ノ　▽噂　馬）il纐牽姦欄醤1置麹翁岩・

　石蔭，、馳7懸・！i樂業㌢と薄／をなして　一／一るものと纈．藻　薄敦

　瓢の／望さ／こ・’　するこ！）のとオ～あるむ　誉少肇い1　芸よ夢猿霞塗吻

　」）1、塾饗、詫こ、よる課　フ懸櫓）鋸1　をプ盆憎1席もの力秘鄭る⇔

　　礫岩は普通i吋論髄4）、藏円礫1　むものが．ダいが，

　ま療，に熱ニブくなもグ）オζ灘1フ、すること｝うζある。イi樂駒戴韓1珪慧卜

　蝿藁オ辰テ揖　・擢繁疑滋 1三と　し．，　ときに韓ミ蝿雛交婆農　毒二控1酷｝、 1・をも壕馨

　。メ野　これ．1三、磁よ藁幾静ぞ磁の銚舞農”ざ嚢蟹く1膠蟻　ざ才塾，てレ・る。

　　本麟　1陶熱　》は霧　韓獣／ヒ翠邪戯愈と義，ど塀ミ1．）れ懲，　‘灘塚保

　裁郷5欝）が．、無蕗耀忌蛤㌢中か1’2　ギまれに2枚貝べ　欝雛ジ）イヒ石を

　i呂）孟販i　　熱訴群ま崔〕）に、よれ，ばま曽唾難欝1の揮モ導艮から2（x｝

　　簑蓬鳶　、1二／立に2～3懲『，　、、掴鰻かひ　／2／）椥20（／籍1の謬慰

　　続灘雛ぎ婁のノ　／　が暴寒郵イ、碧、、さ才匙雰　その一鮮くは義鰭 1である

　　が夢　羅郵袈二の責黄1大は450雛簑を1ぎ／〆てレ・る欝　が馨は

　　、垂総轟色グ、）褐炭紅属するものでタ溢1騰光沢を講し

　　1蓄舞器1喋ささく才／、1寛っ犬二　　っな1窪蓬　致噂“るむ
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天北炭繊瀕部蝿盈難誤1淵地滅麺、質郵瑚擬報雛（根本i畿文r鍵薫難僧論

鞍疑、牙、存は不完釘慧鳥。」と幸陛沈誓い鄭’轡1急

まだる、婆㌦装オLたものはない継なゑ葺墨ナ巽嘘…か多き襲叡壌撮轍’s

撲覇噴3虫を産するが，　そ櫛，播殺歓二ついズ韓二鋒i避次

郎勤鋤，1、妻縛彰、1．E蓄｝溝6）が鵯　争し燕て銀’る。

　5）　 謬／ノ　（K⇔歓）lf（）惣振組黒罵）
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　．…岩・婦穿悪｛撒プ．煮いし，拶そ色を簸／ぜノラ　離酵吏一嬬覇粒1でシ
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天北炭藤西部地区曲淵地域地質調査報告（穣本隆文畦更1屋政美）

　幌鍾断層は，従来の地質図呂）によると有明背斜の西翼

の一部をきり，曲淵駅付近に延びるN－S方向グ）推定断

層である．この断層は石田義雄によると2〔）数1ζm追跡

できる衝灘断層誓，／部では増幌層と声問層とが接触す

ることから落差は少なくとも　蓬，（）1）（〉縣以ぬと推定され

ると記されている．（石田義雄は増幌層と声闇騰との申

問に稚内層を設けている．）有明付近でみられる幌延断

層は，有明背斜の中央部では宗谷爽炭麟を，また南北側

では増幌層を切って声問層と接匙．ている．また声問層は

下位層を傾斜不整合に覆う地層で，下位層との聞には構

造差もみられるようであり，したがって幌延断層は声問

層下に潜行する疑問もあるが，二の問題については今後

の調査検討を要する．

　有明背斜部でみられる斜交断層は聾W方向のものが

多く，これらは背斜軸をほぼ直角にきっている難これら

斜交断層の落差は不明である．

　幕目断層は本調査地域の南部を幕別揖から率1爵星山麓に

かけてN－S方向に走る四方落下の推定断層で，そ」）落

差は不明である。幕県断層は増幌層を軸とした向斜構造

の軸部窮きるものと推定され，断層をはさむ東西両地域

ぴ）地質はかな導異なっている．　すなわち，　東部地域で

は九線沢断層を境としてその北部ではマクンベツ向斜が

本断層と斜交し，　i菊部では覇梨背斜の西翼部をきって

背斜軸と平行して走っている。　幕願断層の西部地域で

は増幌層が東傾斜をなして広く分布し膚明背斜に続いて

いる。

　稲星断層は，稲星1．翁の南東部をNE－SW方向に走る

南方落下の断層で，御）落差は，購北5）地質構造から考

察すると，かなり大きなものと推定される．

　九線沢断層は，九線沢上流地域ではほぼ賠W方向に

走る南方落下の推定断層である．こ」）断層は調査地域の

中央部にのびる一連の摺曲構造を横断し，その西端は幕

，目断層できられる．

炭　　層

　暴。藍炭層の賦存状況（第8一王（）図）

　本調査地域の蒙谷來炭層中には，通常m層前後の炭

層が挾有され，そのうち，5－6層が稼行可能の炭層で

ある。タツニウシュナイ川支流の一グ）沢．上流地域以北で

嫁，上部の炭層群は存在せず，また下部の炭瀞群は薄化

あるいは尖滅するため，この地域では稼行の対象となる

炭層はあまり期待はできない、

　宗谷炭確以南の地域でも，！～3番麟の炭層群は鬼志

別層基底の削剥を受けてその分布範囲は限られるが（宗

谷炭礪付近から宇流谷川流域窟での間には分布してい

る），下部炭層群は南部へ次第に厚繕となり，炭質も良
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て選／粥し，／か盤醜鐵ではマ　1炉池試，説肇馨幾関麺で機　二まで

　　　　　　斜坑では1～（）0建の書剃鰍湯機を使綿し，水

　　　　　）1！験機まで覇覇は（1，姻総のトゴト霧、，二

で搬1灘してい茅箒遜を機渥、は対欝　霞の雛蒙噛去を餐簿閣し培主

扇には5（）欝のシ鷲ッ讐型扇風機を使絹ずる馨瓦坑内

でli，フ墨言1鵬、i風機を｛褻購Rーぐいる。選1渥はジンマースクリ…一

ン／（賑ノi盤台）マ餐塊のプく小を．鵠い慨，大きいもの

は響膿で，／卦さいもσ）はピストンジツ、ガ’一試で．駈言剥する登

紹斡水には　眠）〔）葺》　薗燕叙と　淑）蚤評　2・含の夕一もゴン藷、郵室幾を

使講している¢長鯛穣こは（｝s式と湯浅達1の麟1戴≧を

！．㌦、、1し，ガ膨）検出には鰍二式のメタンガス検矧！疑本

i銃鵜ウルフ型検定灯遵拶茅／ヨし叩璽いる瀞／采灘1およこ／　　機

絨とし』ぐはジヤツクハンで一14台3ストーノ告…3台》

鶯＿一ノレピヅク　1潔）台野　ニオー一、カ㌧一　3薫／尋》の躍窮嚇馳夢講オ§あ

る、、坑簿！　・とし，ては要労務二者描畔宅夢一務所ラ繰込所多

／賜，　辮，製1桶，選／蹴概込場がお賦蓑榊
でうそび〉他i．熱1施繋愛としては禦絞勢鋤響　集，翫透、薪難麟

館などがごある億劣謄疑を麟磐潅133年／鎗こ労1、チ。、皆175ノ隔

1織轟舞12L，ノ㌦オ｛幸竜ジ愛してレガ隷難

　§．3　豊叢炭磯株式会社灘松巌磯（昭融35年7月灘1）

　　際稚内市灘繕亀㌔、罫下囑

　　　　　北饗、離雁1、鉱擁登録第鴛号

　　　纏鋳＝ 蝶練、騒、籠

　　　　　　　’、翼．　羅　ヂ　畿 』楚膿轡　㍗輩残／、1二

　ll燥昭禰30年暮メ／鶯i 磁覆鉱業株式会社と、賊ll

馨曇載1鉱！〆，薫．1、喜　　覇張式会怒　嫌　タ響簸によって移麹寛さ

才も轍差ノにちに至急）g

　惣理1天北線毒il！纏の葺～溺方約Slくmの鍵、、薫で熱甥川

藷）流域嶺る軸現、地、鴎戯糊駅越三でには標」約鰍り）

、硲騰職を越えて題路が通じ，轟絹“緯獣の運搬にはトラッ

クを使瑚している⇔

　地質お，疑勝難地質はマ：クンベツ向斜の熊離／耳にあ

たる蔭　　愛　釜橘斜は峨く）暮爾縫孝）聡傾斜を曙糞し，　ほ韓署1北方

向、ご分布しでいる。嫁行炭層は5－G番／m7群と7綿，1と

で，lilラ旗では憲」勇蘇ざ鍵）4欝1葦響，　6・番黛讐と1睡牽箏し萬㌧・る◎

　　　削．飛況1坑購まi坑と2坑の2坑濤が開設されラ幕

別癌から北方へは溢養三1脳こよって5－6蕎層群を，2坑は

7番難愈それ、ぞれ、水平沿ノ坑道続よ♂）て掘遼iし》ともに

水準上の炭1を採炭している。なお将来の深部開発計爾

に慕づいて，第ま斜坑，第2斜坑の2斜坑を掘進中であ

ったが髪照和35策3，懲に第2斜坑評　5弩に／3瀦嶽　／坑

を　　／業！ノた譜　蓬　拶薫に装よ難豊餐噴ドリノレに、．よる多猷演雛欝業浸、を三翼

施し．ているΦ鍵蟹錦の状桑兄は”姦一では28。4）糠斜で鍔纏1三を

嚢織ヌ馨毛〆夢　2重菰で1峨3§oの韓羅余導・で酵く率薫を穆樹三i蕎しノてレ、るく，野こ

雛の月産翻曝．は三坑で約獣）翫，2坑で約鍬）ゼてぎあ

る蕩趨畿は切羽ではトラ懲．縫で送駅し、，水騨磁では

蕃言・甲、舞，よび、馨、力羅搬によっ風選渥驚まで搬韻1される。精

籍芝は．．銭痘綬．緩藩漆“曲淵贋、窺鵜欝までの終葡（3。7k獄）るよ　　鷺．㌶

遊6t／至1で選凝し，さ／）に曲淵駅の貯炭ままで（綴）／）m）

はトラック輸送によって行なわれ』π㌧・ゐ。そのほかの、羅

般機としては，斜坑掘さくのため薫坑，2叢ともに

3（｝欝鐙研用擁1機を・（用している箒

法で，坑内では3－5建の／、鋼備、1風機を使矯しているの

選1承難、申／よ7ザ麹のピ、ストンジッガーを｛吏／・1歌’．，鯵嶺鵡麟魂丈

轍はr隻坑では　！舗P，　2坑で　5葺》のポンプを使購曇ノて張・

る。貌内の照明お、よびガス検出については，そ激ぞれ本

多式　、、麟欝妻灯および理研式ガス検驚辮を縫絹してい

るQ　糞嚢夕i、に，率＄ける建5もプよ礎獣難‘跨餐こは1農蜜鰹騨癬 ヒ鋪考滋34

翌♂，選炭機一ヒ、獣338．3工蕾，馨，，脳・82．s瓢鷺，事務所

乏39．3ま／“，1縫宅烈）戸798．GIぬ呂ヲ1織員寮ユ麟ミ72鵡漁鶉き鉦：

妻筑繋il康達娼．嚢王鶯註な＝ど力斗跳慧）。

　労携ヂ財ダ務者の就”轟状況は次のとおり響／、る。筑内

では餐織楚プ隻玉3名づ舞欝ジ、遜名夢／－1講　喪！客導，ヌ璽．鼓ジ隻酒

二犠の堅汁2ま牽纂撃　、た∫1蕉夕トでξよ蒙巽耕乏5養！（）名，』二1黛蓉蓄タ隻生葦錦

鍵が墾2壌藁串雪唯舷鷹タ隻6ご名の灘F蓬9名で涛）る。耳麺蓬韓坑内に

3二名，きTノも外に4二名で欝総≧、籔47二名力隅党労し”ぐ』・慧）導

　今後群）計爾＝！斌斜拶穿壼の採炭切羽予定灘提に達したと

きに韓12齢琶配中、乳iヨ．ーて逢／蕉の」猷に濠采麟《を麟締勺／、．夢　さらに

置、1圭詫を麟1爺縷して月蔑i薫蓬，｛）（X〉～！，3（×）t　の1二1 1ノζ凝を謎－礁1鋤1～ご

　）謹）窃

　難，墨　箏響明炭麟l　l）

　イ立．1置；離内｛甫摩巧1疋肇髄

　　　　　天国磁淫）2号
　紘鱗建iご婁．婁．i聴・　　　1瀬・雌工江鍛

　地理許縄域は熱梨甥絹支流の瓢メナシオ鴛ナぜ州と

　芽剛彗支流の壌誌線沢とにはさまれ旋1標　再1（）〈）搬1．騎糞の

萱輩愛雛玉潜てfある導、撚擁㌧∫労弄雛蕊には霧鍮戴が∫蟻樋難してあ韓雑掬

平堪な面が多いが，採巌区域は1、ilあいにきり登、五んだ標高

i叙）欄！獣》瓢の1．1．il類地翼である。　r交タ愚室幾1調としてむ謙．i籍

蓼鍵翫ま裟が葬薮設嫌埼る撃莱．ン轍繕渓沼頬轟幾との1習／にi慕1！狼獲

の、1、講論選が行なわン耗，ていたが，現在ではあまり利糟さ

れず，もっばらトラック輸送が行なわれている．道路に

は沼鱗駅に至るものと（欝1難D，宗谷本線沿いグ）1、蓬，、1、f　l2

嚢黙2姦）li磯瀦壌34年・§ノ慧中止鷹・提出善

磐2一（37（））



．天二撫炭i繋麟麟齢慮区撰／灘鞭甕域糞毯質調欝託幸際1塗（霧む駅離慰文・海．魔．政業）

号線に涌ずる　（照1環撒）ものとの2本があって，石炭の

輸送や物費の運搬には窯として後者の、遊路が使用され，て

いる無

　地質および鰻騰言当地域の地質は，．、羅谷爽脚涌聾を軸と

し、喬勘轍；厚薩1に挺嘉のぐ欝1ヒ方塗慮下の藩蔀鱒禦》傘畦・縄量諾鷲，　『讃頻薄

翼、麟／の磨、1雛粋よ、欝費i∫で蕪（）趣叙〉礁，　葺ヒ薪玉で尋謙‘≧（）解壌）壽であ

るQ橘、行炭層は・纏頚層，5番層，7蕾層の13層である“

　稼行状況1燐口のぢちでおもなものは催ぎ明坑で，その

・ほ力忌ご講よ群筆章、翼／、．1菰》　騒器撲　霧2ガ藍，　一稀聚鱗蓼3鯵竃雄｛あひ

て，と是＞に水1秘瀬腕遵を掘進し，水灘1二の採炭を〆竃施

して㌧・るQ　／翼霧謬の岐餐響1は講1夢鰐叢と一1．聾馨翁s．號治蔦ら箏

また、5番層は平安第1坑から出炭し，藤醗．部融学番層は

響課舞轄2燐謙蔦ら1ま1鷲災して斗・る⇔夢灘擬1寿；慮には一妻．坑とも麟

ま纏試苫為1頃妻瀦誘浸璽疑、，、㍉拶類か雛驚を｛嚢場し，1全糞メ罵の発i舞浸が

イ学な窺）才Lズ秘・るQ　l欝麹力沼葵歪繋1㌦勢、ごでの塚灘浮『零二ま般にきよ歳

湧ζ一》讐鱗蓑粍唾トラヅクを使葺／し，1出炭韓ミトラックに。数ひて

，1璽，7　／、〆｝てレ・る。　1巽1就1こ1よノぐ一スク1ナンを’奮だ鱒擁．．，　鯵嚢夢窓こ

ついては事選が行なわ勲，てい鳥．通気浸難、1然’鰹試法が

行なわれ，，坑内でl／嬢／絡膏i備轟選醗幾を縫耳1している②排オく法

！噛講然排水法マぎあるQ照明憂縷にはG8　ζジ）繕㎜1ズ棄1全灯

を縫用，ガ㌃ス季　讐崇に韓二理研薫叢・超）メダンガス 予謬汁を使

1響じている“最近に瞬一ナる奪1 ll／楚薫藝霞次齢と二お轄で凌ヌ

るQ

　欝講灘13工遜㍊鷺　黛ラ〔類3t

　　耕　32年サ、鐘　2旨（）媛（〉ll

　　び　3壽年獲1　3き3（）／t

　　謬　341l／鷺（8．弩まで）　薫呂Ot

稼働人貫は申．E　l撃、蝋に1織員3鷹ぎ，労務　而欝　論が｝電㌦労し

　ぐ▽、激二ぴ

学．結　　論

　地　鷺　調査地城を簿球1す愚地質は鷺鋳峯を鰭腰と

し，これを不妻　に萎〕て新第鷺系が分布1』ごいる．1、撫

孫はその化石内容から浦湾世一ヘトナイ樵に対比され

る擁．屡で婁測賊内の　灘に広くテ布しノ登蟻華　系による

1難趣／は爾方方1麟・＼著：し、い。藤1瀦ノ窪1轄講ヒ部てヲ譲叢く撃講方へ

次第に薄化し，地域中央部の幕別川以南では分布してい

ない雛宗谷爽拶難は『1ぐ位の曲灘層と傾斜7ド整合関係で接

し艶その削剥二纂：はll／1雛或申央蒲峯の宗谷ノジ諮磯イ寸∫鷺で蒼縁」翫ヲケ嚢1羅

窯k騰　緊約5撚を峯定しノたQ本爽炭、曝は比較的良好ブ臥サ

イク雛鷺・ムを示す磯翻轡で禦二大弩華するξ、紅謝蔓』ド灘導とに1分

けることができる．心ヒ部は泥落fを主体とし肇艮影浮 ぎ瓢

数層轡有謬懲が喪下部は砂岩および礫鷹を主とし，粗悪

炭を歪霞禽することが多い暮宗・谷爽鰻星、1の分矯ぎは地域の欝ぎ

部で厚く，北部へは次第1こ薄化し，ケナシポ篇川以北で

，はまったく分布していない．鬼志別層は下位分宗谷爽炭

簾蕊とイく　1捕編イ系に：1妾擁昂るカ§舞ゴ也域撫毒嚢のケナシ7郵鷲／導拭

北では下撹の1，費谷ダ縫層を欠き，曲淵騰の．i二に濾　麓）・：）

てレ・るゆ鬼志携層と宗谷爽炭層との贋　養合関孫は，奮 繁

霞．、嬢よきわめて明羅な斜　　購顧、鄭響があるが艶地媛隷

，撃　こつレ・ての溺輩暮薫麺よさ／、駅ど大1きくプ試幅・窃．幾1鰹 巽よ 下輝黛二

の
、
驚慧、至傭、屡奪層とll熱禽i灘係髄ど一蹴な導野石樂鷹、イ渉壕雛・灘も1嶽の撰し

堆積をもし，その1馴こ穏　　轡閥子曲を示すきわめて特

異な地醸1である鞭　率、獣よ地域のテ鯛を葺！、茎、め㌦畢広く分肖、響し、

てレ・るオ董欝葺毯志1，狂懇 1とともに雪～亙㌶ぶタ鰹饗監．舞試 1・轟華響霧．

、とは零構歯叢的にみてさほど大きなl　lは認めi》れな

い鼎毒脚灘裟有明1等斜顧翼部麟趨蓉黛！，職iに布して

いる驚7難！懸と声騰零。1との1、塗㌧冒系について1・よ，調

Vでは蓑響，1で垂婆して『レ・るため苓鯛である踏ζ，ヲ鄭乾麟薮峯 1、轄繋鄭

G／攣刷絡線沢、乞流地域）では1臨麟乏二濾議｝墜露糸を示す

下位の稚内羅が，増幌騰と大きな溝避1的な、、麟慧をもって

接しているこζが知i払れてい恐濡蝋）離な建肇調圭一、艶或外㊤

　熱谷川沿い，林遵における餐蠣罫拳　衡びは，増幌1巌、．ヒ部

の1、、渓色頁訟層（従来の幕甥考縄）の、1瓜に，厚さ3燃前後

の麟夢　醤裁蟻の礫鷺11がきわめて不規則な縢慰もって擁

し，その一麟敦お鎧乳の泥婆，に移化し，撫額妻を欠い

ている⇔

　零薄　　造　　i濾奎 賭域1湘の薄器翼認去系は，　南半麟㌃鴛ま小ヲ　譲1芝

オ！1撫構段竃編藻り象藝／曜，なめ§ら聴くくラン瞬ぎし、番；難半灘シ蕎は／ま

嬉鞭，ぎ一1じ乃η灘の蒸烈燭を有“する霞i溝麟，壕・の瞬斜構鞭豊を撃し研　ず

瞬ぎしてレ・るΦ／l急．乏，1、i・欝二1驚半書貯て難よ“L（）酎3（貯と蓬畿く穿譲繋魏蒲玉

では叡）一8（碧の、，勲纐斜を示す。襯曲構鞭捻融うちおもなも

θ）は，地／内の申央部｝でみら才マ、るヴペウダン、弱iマク

ンベツ1惣斜の2醗醸1蓑　で，これらll繋灘灘｝／蓄北’1生のi鮪を

蕎しズ発違1、、ている礁

　マクンベツ1超斜は細長いプ剤嵐！の向斜構蕪　脚　　し驚そ

の1韓き戯よソし繕欝蔓欝暫轡”ξき・払躍亀て夏論る◎ブし麟尺｛燦．葺或　 熟P三「）

馨導る藤、懸斜欝　麟鍵向シ斜と》蚕癒慧の譲二瀧》）繊　こ｛響》毎．臨

．駿にみられ，る築や、　斜，運ぎマ欝，斜とは，、 1戴したマ

クンベツ篇’1齋ウペウダン向斜靱続く一一連の禰曲構縣裁

鷺えられる麟ぞの他の／ 曲構鍵1重としては地域．め爾薦端に

．みら才罫る蒋ξ灘饗蒙塞圏詐　また纏ヒ鱗1で考みら尋急る貰ぐゴ纏鑑糠鶴，　ヂ

購i同鉾／のs審欝霊瞬鞍13幾力蕩あやて，　七もにづ、ヌ響プよ渉｛載、〉も

中三蔓密に鈴肇　暴事1薄鼻、豊とほ1、墨弔蒙学uぬ踏難麟鴛蟹電グτ）延／甕プ旗韓を，難

じている貸鷲域内に分布する断騰は，緊谷炭磯∫難滋を除

いてその大半は韓．気断層である⇔黛谷炭磯灘辺部のもの
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